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ニチメン・日商岩井ホールディングス株式会社 

 

ベトナム・フーミー３号ＩＰＰプロジェクトの営業運転開始について 

 

 
日商岩井は九州電力、ＢＰ（英国）、セムコープユーティリティーズ（シンガポー

ル）との共同プロジェクトとして、ベトナム社会主義共和国バリア・ブンタウ省フー

ミー工業区において発電所（ベトナム・フーミー３号）の建設を進めてきましたが、

この度、建設が完了し、２００４年３月１日に営業運転を開始いたしました。 

 

本プロジェクトはベトナムで営業運転を開始する外資による初のＩＰＰプロジェク

トとなります。発電所の出力は７１万６千８百 kw で、燃料にベトナム産の天然ガス

を使用し、燃焼効率に優れたコンバインドサイクル（複合発電）方式により発電しま

す。ベトナム石油公社から天然ガスの供給を受け、発生した電力は２０年間の売電契

約に基づきベトナム電力公社に卸供給する予定です。２０年間の運転後は、ＢＯＴ契

約により、発電設備をベトナム政府に譲渡いたします。 

 

 日商岩井は、エネルギー関連事業を重点拡大分野のひとつとして位置付け、海外電

力事業に注力しています。ベトナムでは、２００３年にベトナム国営電力公社からダ

ニム水力発電所の改修事業を受注したのを皮切りに、フーミー・ホーチミン間送変電

設備、ダイニン水力発電所の発電設備を連続受注しています。また、スリランカや中

国でもＩＰＰプロジェクトに取り組んでいます。今後も伸長の見られるベトナムやア

ジア、中東地域において電力事業を積極的に推進していきます。 

 

 
 

【本件に関する問い合わせ先】 

ニチメン・日商岩井ホールディングス株式会社 広報室 加藤 TEL：03-5446-1061 

 



（参 考 １） 

 

フーミー３号ＩＰＰプロジェクトの概要 

 

１ 発電所の概要 

 

項    目 内                    容 

建 設 地 
ベトナム社会主義共和国  バリア・ブンタウ省 

フーミー工業区（ホーチミン市の南東約８０km） 

発 電 方 式 天然ガス焚きコンバインドサイクル 

出 力 ７１万６千８百 kw（ガスタービン２基、蒸気タービン１基） 

使 用 燃 料 ベトナム産天然ガス 

建 設 費 約４億ドル（出資：約１億ドル、融資：約３億ドル） 

工 期 ２００１年１２月着工、２００４年３月営業運転開始 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社 
名称：Phu My 3 BOT Power Company 

設立：２００１年５月 

 

 

２ 事業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）ＢＯＴ方式：民間企業が設備を建設（Build），運営（Operate）し，事業期間終了後に相手国に設備を譲渡

（Transfer）する方式 

 

セムコープ ＢＰ 九州電力/日商岩井

プロジェクト会社 

PHU MY 3 BOT 

POWER COMPANY 

シーメンス 

建設契約 保守契約 

ベトナム政府 

ベトナム工業省 

ベトナム石油公社 

ベトナム電力公社 

ＢＯＴ契約 

燃料供給契約 

売電契約 

[九州電力：日商岩井＝80:20] 
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（参 考 ２） 

 

フーミー３号ＩＰＰプロジェクト位置図 

 
 

 

 

 


